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(57)【要約】
【課題】コイルエンド部を均一に冷却することができる
回転電機を提供する。
【解決手段】回転電機１０は、略円環形状のロータコア
３１を有するロータ３０と、ロータコア３１の軸方向の
一端側の第１ロータコア端面３０１に配置された端面板
４０と、ロータ３０の外周面と所定の間隔を隔てて配置
されたステータコア５１及びステータコア５１に取り付
けられるコイル５２を有するステータ５０と、を備える
。コイル５２は、ステータコア５１のスロット部５１３
に挿入され、ステータコア５１の軸方向の一端側の第１
ステータコア端面５０１から軸方向に突出するコイルエ
ンド部５２１を有する。回転電機１０は、第１ステータ
コア端面５０１に配置された冷媒誘導ユニット８０を備
える。冷媒誘導ユニット８０は、ロータ３０の径方向外
側に吐出した冷媒をコイルエンド部５２１の突出方向に
導く。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　略円環形状のロータコアを有するロータと、
　前記ロータコアの軸方向の少なくとも一端側の第１ロータコア端面に配置された端面板
と、
　前記ロータの外周面と所定の間隔を隔てて配置されたステータコア、及び前記ステータ
コアに取り付けられるコイル、を有するステータと、を備え、
　前記ステータコアは、略円環形状のステータヨーク部と、該ステータヨーク部の内周面
から径方向に中心へ向かって突出し、周方向に沿って複数設けられたステータティース部
と、隣接する前記ステータティース部の間に形成されたスロット部と、を有し、
　前記コイルは、前記ステータコアの前記スロット部に挿入され、前記ステータコアの軸
方向の前記一端側の第１ステータコア端面から軸方向に突出するコイルエンド部を有する
、回転電機であって、
　冷媒が前記ロータの径方向外側に吐出され、
　前記第１ステータコア端面に配置され、前記ロータの径方向外側に吐出した前記冷媒を
前記コイルエンド部の突出方向に導く冷媒誘導ユニットを備える、回転電機。
【請求項２】
　請求項１に記載の回転電機であって、
　前記端面板には、前記ロータコアと対向する面に、前記冷媒を該端面板の径方向外側に
導く冷媒流路溝が形成されている、回転電機。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の回転電機であって、
　前記冷媒誘導ユニットは、軸方向外側端面に形成された第１冷媒誘導面と、該第１冷媒
誘導面の径方向外側の前記軸方向外側端面に形成された第２冷媒誘導面と、を有し、
　前記第２冷媒誘導面は、前記第１冷媒誘導面よりも軸方向外側に形成されており、
　前記第１冷媒誘導面と前記第２冷媒誘導面との間には、軸方向に延びる第１段差部が形
成されている、回転電機。
【請求項４】
　請求項３に記載の回転電機であって、
　前記第１段差部は、径方向外側に向かうにしたがって軸方向外側に傾斜した傾斜面を有
する、回転電機。
【請求項５】
　請求項３または４に記載の回転電機であって、
　前記冷媒誘導ユニットは、前記第２冷媒誘導面の径方向外側の前記軸方向外側端面に形
成された第３冷媒誘導面、を有し、
　前記第３冷媒誘導面は、前記第２冷媒誘導面よりも軸方向外側に形成されており、
　前記第２冷媒誘導面と前記第３冷媒誘導面との間には、軸方向に延びる第２段差部が形
成されている、回転電機。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の回転電機であって、
　前記冷媒誘導ユニットは、軸方向に貫通し、前記第１ステータコア端面を臨む貫通孔を
備える、回転電機。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の回転電機であって、
　前記冷媒誘導ユニットは、前記ステータヨーク部の前記第１ステータコア端面に配置さ
れた略円環形状のカフスリング部と、該カフスリング部の内周面から径方向に中心へ向か
って突出し、前記ステータティース部の前記第１ステータコア端面に配置されたカフステ
ィース部と、を有する、回転電機。
【請求項８】
　請求項７に記載の回転電機であって、
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　前記カフスティース部は、周方向幅が前記ステータティース部の周方向幅と略同一とな
るように形成されている、回転電機。
【請求項９】
　請求項７または８に記載の回転電機であって、
　前記冷媒誘導ユニットは、前記カフスリング部から軸方向外側に突出し、前記コイルエ
ンド部の外周部の少なくとも一部に沿って形成された外周壁部を備える、回転電機。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の回転電機であって、
　前記冷媒誘導ユニットは、絶縁材料によって形成される、回転電機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、回転電機に関し、特に冷媒によってステータのコイルを冷却する回転電機に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　回転電機は、駆動に伴って銅損や鉄損、機械損といった損失が生じ、これら損失に応じ
て発熱する。この発熱によって回転電機が過度に高温になると、出力性能が低下し、また
、部品の劣化や永久磁石の減磁等を招く虞がある。そこで、従来から、ステータのコイル
を冷却するため、ステータコアよりも軸方向外側に突出するコイルエンド部に冷媒となる
液体、例えばＡＴＦ等の冷却液を供給する技術が知られている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、回転軸の内部を流れる冷媒を、端面板とステータコアとの間
に形成された冷媒流通路に導入し、冷媒流通路からステータのコイルのコイルエンド部に
向かって噴出させることによって、コイルエンド部に冷媒を供給し、ステータのコイルを
冷却する回転電機が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－２７３２８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の回転電機では、コイルエンド部の内周部には冷媒が供給さ
れるものの、コイルエンド部の外周部には冷媒が供給されないため、コイルエンド部の外
周部が冷却されにくく、コイルエンド部を均一に冷却することが困難であった。
【０００６】
　本発明は、コイルエンド部を均一に冷却することができる回転電機を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、
　略円環形状のロータコアを有するロータと、
　前記ロータコアの軸方向の少なくとも一端側の第１ロータコア端面に配置された端面板
と、
　前記ロータの外周面と所定の間隔を隔てて配置されたステータコア、及び前記ステータ
コアに取り付けられるコイル、を有するステータと、を備え、
　前記ステータコアは、略円環形状のステータヨーク部と、該ステータヨーク部の内周面
から径方向に中心へ向かって突出し、周方向に沿って複数設けられたステータティース部
と、隣接する前記ステータティース部の間に形成されたスロット部と、を有し、
　前記コイルは、前記ステータコアの前記スロット部に挿入され、前記ステータコアの軸
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方向の前記一端側の第１ステータコア端面から軸方向に突出するコイルエンド部を有する
、回転電機であって、
　冷媒が前記ロータの径方向外側に吐出され、
　前記第１ステータコア端面に配置され、前記ロータの径方向外側に吐出した前記冷媒を
前記コイルエンド部の突出方向に導く冷媒誘導ユニットを備える。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、第１ステータコア端面に配置された冷媒誘導ユニットによって、ロー
タの径方向外側に吐出した冷媒を、第１ステータコア端面からコイルエンド部の突出方向
に導くことができるので、コイルエンド部を均一に冷却することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１実施形態の回転電機の全体構成の概略を示す図である。
【図２Ａ】図１の回転電機の端面板の斜視図である。
【図２Ｂ】図２Ａの端面板を回転電機に組付けた状態で径方向外側から見た要部拡大図で
ある。
【図３】図１の回転電機のステータを冷媒誘導ユニットが組付けられた状態で見た斜視図
である。
【図４Ａ】図１の回転電機のステータ及び冷媒誘導ユニットを、コイルを取り除いた状態
で斜めから見た要部拡大図である。
【図４Ｂ】図１の回転電機のステータ及び冷媒誘導ユニットを、コイルを取り付けた状態
で斜めから見た要部拡大図である。
【図５】図１の回転電機を周方向から見た要部断面図である。
【図６】図５に示す領域Ａの拡大図である。
【図７】本発明の第２実施形態の回転電機のステータを冷媒誘導ユニットが組付けられた
状態で見た斜視図である。
【図８】本発明の第２実施形態の回転電機を周方向から見た要部断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の回転電機の各実施形態を、添付図面に基づいて説明する。
【００１１】
［第１実施形態］
　まず、本発明の第１実施形態の回転電機について図１～図６を参照しながら説明する。
【００１２】
＜回転電機の全体構成＞
　図１に示すように、本実施形態の回転電機１０は、回転軸２０と、回転軸２０の外周面
に固定された略円環形状のロータ３０と、ロータ３０の軸方向両端面に配置された一対の
端面板４０と、ロータ３０の外周面と対向するように配置されたステータ５０と、を備え
る。
【００１３】
　なお、本明細書等では、説明を簡単且つ明確にするために、軸方向、径方向、周方向と
いうときは、回転軸２０の回転軸線ＣＬを基準にした方向をいう。また、軸方向内側とは
、軸方向におけるロータ３０及びステータ５０の中央側をいい、軸方向外側とは、ロータ
３０及びステータ５０の中央から離れる側をいう。
【００１４】
　回転軸２０は、回転電機１０が電動機として機能する場合には、回転電機１０の出力軸
として、回転電機１０の回転動力を外部に出力する。また、回転軸２０は、回転電機１０
が発電機として機能する場合には、回転電機１０の入力軸として、外部からの回転動力を
回転電機１０に入力する。
【００１５】
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　ロータ３０は、略円環形状を有し、回転軸２０の回転軸線ＣＬと平行な磁石挿入孔３２
が外周側に周方向に沿って複数設けられたロータコア３１と、各磁石挿入孔３２に挿入さ
れた永久磁石３３と、を備える。
【００１６】
　ロータコア３１は、略円環形状の電磁鋼板３１０が軸方向に複数積層されて構成されて
いる。ロータコア３１は軸方向両端に第１端面３０１及び第２端面３０２を形成する。
【００１７】
　一対の端面板４０は、いずれも軸方向から見て、外周面がロータコア３１の外周面と略
同一の略円環形状を有する。端面板４０は、軸方向内側端面４０ａ及び軸方向外側端面４
０ｂを有する。一対の端面板４０の軸方向内側端面４０ａは、いずれも軸方向においてロ
ータ３０と対向する。一対の端面板４０の軸方向外側端面４０ｂには、それぞれカラー６
０が当接している。
【００１８】
　カラー６０は、端面板４０よりも小径の円環形状を有し、回転軸２０の外周面に固定さ
れている。ロータ３０及び一対の端面板４０は、一対のカラー６０によって軸方向に挟持
されて、回転軸２０に軸方向で固定されている。
【００１９】
　ステータ５０は、略円環形状を有するステータコア５１と、ステータコア５１に取り付
けられ、Ｕ相、Ｖ相、Ｗ相の複数の巻線によって構成されるコイル５２と、を備える。
【００２０】
　ステータコア５１は、略円環形状の電磁鋼板５１０が軸方向に複数積層されて構成され
ている。
【００２１】
　コイル５２は、ステータコア５１の軸方向の第１端面５０１から軸方向に突出する第１
コイルエンド部５２１と、ステータコア５１の軸方向の第２端面５０２から軸方向に突出
する第２コイルエンド部５２２と、を有する。
【００２２】
　図２Ａに示すように、端面板４０は、中心に回転軸挿入孔４１が形成された略円環形状
を有する。端面板４０の軸方向内側端面４０ａには、回転軸挿入孔４１から端面板４０の
外周面に向かって径方向に延びる冷媒流路溝４２が周方向に複数（本実施形態では６個）
形成されている。
【００２３】
　図２Ｂに示すように、ロータコア３１の第１端面３０１に配置された端面板４０の軸方
向内側端面４０ａは、ロータコア３１の第１端面３０１に当接している。そして、端面板
４０の冷媒流路溝４２と、ロータコア３１の第１端面３０１とによって囲まれた空間によ
って、冷媒供給路４３が形成されている。
【００２４】
　図３に示すように、ステータコア５１の軸方向の第１端面５０１には、周方向で第１コ
イルエンド部５２１に沿って、冷媒誘導ユニット８０が配置されている。
【００２５】
　図４Ａに示すように、ステータコア５１は、略円環形状のステータヨーク部５１１と、
該ステータヨーク部の内周面から径方向に中心へ向かって突出する複数のステータティー
ス部５１２と、を備える。複数のステータティース部５１２は、ステータコア５１の周方
向に沿って互いに等間隔に配置されている。ステータコア５１の周方向に隣接するステー
タティース部５１２の間には、スロット部５１３が形成されている。スロット部５１３は
、ステータコア５１の周方向に沿って互いに等間隔に複数形成されている。各ステータテ
ィース部５１２及びスロット部５１３は、ステータコア５１の軸方向に沿って延びている
。
【００２６】
　ステータコア５１の第１端面５０１に配置された冷媒誘導ユニット８０は、絶縁材料に
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よって形成された樹脂成形部材であり、例えば、エポキシ樹脂から形成されている。冷媒
誘導ユニット８０は、ステータコア５１の第１端面５０１のステータヨーク部５１１に接
する略円環形状のカフスリング部８１と、カフスリング部８１の内周面からステータコア
５１のステータティース部５１２に対応する位置で径方向に中心へ向かって突出し、ステ
ータコア５１の第１端面５０１のステータティース部５１２に配置されたカフスティース
部８２と、を有する。カフスティース部８２は、周方向幅がステータティース部５１２の
周方向幅と略同一となるように形成されている。
【００２７】
　冷媒誘導ユニット８０の軸方向外側端面８３には、冷媒誘導ユニット８０の内周面から
径方向外側に延びる第１冷媒誘導面８３１と、第１冷媒誘導面８３１の径方向外側で径方
向に延びる第２冷媒誘導面８３２と、第２冷媒誘導面８３２の径方向外側で冷媒誘導ユニ
ット８０の外周面まで径方向に延びる第３冷媒誘導面８３３と、を有する。
【００２８】
　第２冷媒誘導面８３２は、第１冷媒誘導面８３１よりも軸方向外側に形成されており、
第１冷媒誘導面８３１と第２冷媒誘導面８３２との間には、軸方向に延びる第１段差部８
４１が形成されている。さらに、第３冷媒誘導面８３３は、第２冷媒誘導面８３２よりも
軸方向外側に形成されており、第２冷媒誘導面８３２と第３冷媒誘導面８３３との間には
、軸方向に延びる第２段差部８４２が形成されている。
【００２９】
　本実施形態では、第１段差部８４１がカフスティース部８２の径方向で略中央に配置さ
れるように、第１冷媒誘導面８３１及び第２冷媒誘導面８３２が形成されており、第２段
差部８４２がカフスリング部８１に配置されるように、第２冷媒誘導面８３２及び第３冷
媒誘導面８３３が形成されている。各カフスティース部８２に形成された各第１段差部８
４１は、それぞれ径方向で略同位置となるように形成されており、第２段差部８４２は、
軸方向から見て、カフスリング部８１の全周に亘って、回転軸２０の回転軸線ＣＬを中心
とする略円形状となるように形成されている。
【００３０】
　さらに、冷媒誘導ユニット８０は、第１冷媒誘導面８３１から軸方向に貫通し、ステー
タコア５１の第１端面５０１を臨む第１貫通孔８５１と、第２冷媒誘導面８３２から軸方
向に貫通し、ステータコア５１の第１端面５０１を臨む第２貫通孔８５２と、を備える。
【００３１】
　本実施形態では、第１貫通孔８５１及び第２貫通孔８５２は、いずれもステータコア５
１の第１端面５０１のステータティース部５１２を臨む位置に配置されている。
【００３２】
　図４Ｂに示すように、コイル５２は、ステータコア５１の周方向における全てのスロッ
ト部５１３に挿入された複数の導体セグメント５３によって構成される。導体セグメント
５３はステータコア５１の全てのスロット部５１３に挿入される。
【００３３】
　導体セグメント５３は略Ｕ字形状であり、ステータコア５１の異なるスロット部５１３
に挿入される２つの直線状の脚部５３１と、２つの脚部５３１を連結する湾曲部５３２と
、を備える。
【００３４】
　導体セグメント５３は、湾曲部５３２がステータコア５１の第１端面５０１から軸方向
外側に突出するように配置され、脚部５３１をステータコア５１のスロット部５１３に挿
入される。すると、脚部５３１は、ステータコア５１の第２端面５０２から軸方向外側に
突出する。ステータコア５１の第２端面５０２から軸方向外側に突出した部分の脚部５３
１は、周方向に折り曲げられ、他の導体セグメント５３の脚部５３１と溶接される。これ
により、導体セグメント５３は、ステータコア５１のスロット部５１３を通って、ステー
タコア５１のステータティース部５１２に巻回されるコイル５２となる。
【００３５】
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　ステータコア５１の軸方向の第１端面５０１から軸方向に突出する第１コイルエンド部
５２１は、ステータコア５１の第１端面５０１から軸方向外側に突出する導体セグメント
５３の湾曲部５３２によって形成されている。また、ステータコア５１の軸方向の第２端
面５０２から軸方向に突出する第２コイルエンド部５２２は、ステータコア５１の第２端
面５０２から軸方向外側に突出し、周方向に折り曲げられて他の導体セグメント５３の脚
部５３１と溶接された部分の脚部５３１によって形成されている。第１コイルエンド部５
２１も、第２コイルエンド部５２２も、ステータコア５１から軸方向外側に突出した略円
環形状となっている。
【００３６】
　ここで、冷媒誘導ユニット８０のカフスティース部８２は、周方向幅がステータティー
ス部５１２の周方向幅と略同一となるように形成されているので、導体セグメント５３の
脚部５３１と湾曲部５３２との連結部５３３の位置が、カフスティース部８２よりも軸方
向外側となるように規制される。したがって、第１コイルエンド部５２１における導体セ
グメント５３の周方向の曲げ量を規制することができ、また、導体セグメント５３がステ
ータコア５１の第１端面５０１と接触することを防止できる。これにより、ステータコア
５１やコイル５２を構成する導体セグメント５３が損傷することを防止できる。
【００３７】
　また、冷媒誘導ユニット８０は、絶縁材料によって形成されているので、コイル５２を
構成する導体セグメント５３間等の絶縁も確保することができる。
【００３８】
＜冷媒流路の構成＞
　図５に示すように、回転軸２０は中空の部材であり、軸心には冷媒が流通する冷媒流路
２１、及び、径方向に貫通する冷媒供給孔２２が形成されている。冷媒供給孔２２は、端
面板４０の冷媒流路溝４２と、ロータコア３１の第１端面３０１とによって囲まれた空間
によって形成された冷媒供給路４３（図２Ａ及び図２Ｂ参照）に連通している。
【００３９】
　冷媒は、不図示の冷媒ポンプにより圧送され、回転軸２０に形成された冷媒流路２１に
供給される。冷媒流路２１に供給された冷媒は、冷媒供給孔２２を通って冷媒供給路４３
に供給され、冷媒供給路４３を通って、ロータ３０及び端面板４０の径方向外側に吐出さ
れる。
【００４０】
　このように、端面板４０には、冷媒を端面板４０の径方向外側に導く冷媒流路溝４２が
形成されていることによって、冷媒流路溝４２と、ロータ３０の第１端面３０１とによっ
て囲まれた冷媒供給路４３を形成でき、回転軸２０の冷媒流路２１に供給された冷媒を、
より効率よくロータ３０及び端面板４０の径方向外側に供給できる。
【００４１】
　ロータ３０及び端面板４０の径方向外側に吐出した冷媒は、冷媒誘導ユニット８０の第
１冷媒誘導面８３１に沿って流れ、一部が第１貫通孔８５１へと流れる。そして、第１貫
通孔８５１へと流れた冷媒は、ステータコア５１の第１端面５０１に直接接触するので、
ステータコア５１を直接冷却できる。
【００４２】
　第１冷媒誘導面８３１に沿って流れる冷媒は、一部が第１段差部８４１に当たって、軸
方向外側に拡散する。これにより、第１冷媒誘導面８３１に沿って流れる冷媒を、ステー
タコア５１の第１端面５０１から第１コイルエンド部５２１の突出方向に導くことができ
、第１コイルエンド部５２１を均一に冷却することができる。
【００４３】
　冷媒誘導ユニット８０は、ステータコア５１のステータティース部５１２の第１端面５
０１に配置されたカフスティース部８２を有するので、ロータ３０及び端面板４０の径方
向外側に吐出してステータティース部５１２の第１端面５０１を流れる冷媒を、第１コイ
ルエンド部５２１の突出方向に導くことができる。
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【００４４】
　さらに、第１段差部８４１は、カフスティース部８２の径方向で略中央の位置に配置さ
れているので、第１段差部８４１によって、コイル５２の第１コイルエンド部５２１の径
方向で略中央の位置において、第１冷媒誘導面８３１に沿って流れる冷媒を、第１コイル
エンド部５２１の突出方向に導くことができ、第１コイルエンド部５２１をより均一に冷
却することができる。
【００４５】
　第１冷媒誘導面８３１に沿って流れる冷媒は、一部が第２冷媒誘導面８３２に沿って流
れる。第２冷媒誘導面８３２に沿って流れる冷媒は、一部が第２貫通孔８５２へと流れる
。そして、第２貫通孔８５２へと流れた冷媒は、ステータコア５１の第１端面５０１に直
接接触するので、ステータコア５１を直接冷却できる。
【００４６】
　第２冷媒誘導面８３２に沿って流れる冷媒は、一部が第２段差部８４２に当たって、軸
方向外側に拡散する。これにより、冷媒誘導ユニット８０は、径方向に沿って第１段差部
及び第２段差部８４２を備えるので、冷媒をより多く第１コイルエンド部５２１の突出方
向に導くことができる。また、径方向に沿って第１段差部及び第２段差部８４２の複数個
所で、冷媒を第１コイルエンド部５２１の突出方向に導くことができるので、冷媒を第１
コイルエンド部５２１のより広域に拡散させることができる。
【００４７】
　さらに、第２段差部８４２は、カフスリング部８１に配置されているので、第２段差部
８４２に当たった冷媒は、第１コイルエンド部５２１の外周部に供給される。これにより
、第２冷媒誘導面８３２に沿って流れる冷媒を、第１コイルエンド部５２１の外周部に導
くことができ、第１コイルエンド部５２１をより均一に冷却することができる。
【００４８】
　図６に示すように、第１段差部８４１は、第１冷媒誘導面８３１からロータコア３１の
第１端面５０１の略垂直方向に延びる垂直面８４１ａと、垂直面８４１ａから径方向外側
に向かうにしたがって軸方向外側に傾斜して第２冷媒誘導面８３２に接続する傾斜面８４
１ｂと、を有するようにしてもよい。
【００４９】
　これにより、第１冷媒誘導面８３１に沿って流れる冷媒は、一部が第１段差部８４１の
垂直面８４１ａに当たり、一部が第１段差部８４１の傾斜面８４１ｂに当たる。第１段差
部８４１の傾斜面８４１ｂに当たった冷媒は、傾斜面８４１ｂの傾斜角θによって、軸方
向外側への拡散方向が変化する。したがって、傾斜面８４１ｂの傾斜角θを調整すること
によって、冷媒の軸方向外側への拡散方向を調整することができるので、第１コイルエン
ド部５２１のより冷却したい位置へ冷媒を導くことができ、より効率的に第１コイルエン
ド部５２１を冷却することができる。
【００５０】
［第２実施形態］
　続いて、本発明の第２実施形態の回転電機１０について図７～図８を参照しながら説明
する。なお、以下の説明において、第１実施形態の回転電機１０と同一の構成要素につい
ては同一の符号を付して説明を省略又は簡略化する。第１実施形態の回転電機１０では、
第２冷媒誘導面８３２の径方向外側に、冷媒誘導ユニット８０の外周面まで径方向に延び
る第３冷媒誘導面８３３を有するものとしたが、第２実施形態の回転電機１０は、第１コ
イルエンド部５２１の外周部の少なくとも一部に沿って、軸方向に突出する外周壁部８６
を備える。以下、第１実施形態の回転電機１０と第２実施形態の回転電機１０との相違点
について詳細に説明する。
【００５１】
　図７に示すように、冷媒誘導ユニット８０Ａは、カフスリング部８１から軸方向外側に
突出し、第１コイルエンド部５２１の外周部の一部に沿って形成された外周壁部８６を備
える。本実施形態では、回転電機１０を軸方向が水平方向と一致するように配置したとき
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、外周壁部８６は、軸方向から見て、回転電機１０の回転軸線ＣＬを通る水平線近傍若し
くは水平線より下側部分に、第１コイルエンド部５２１の外周部に沿って略円弧形状に形
成されている。
【００５２】
　図８に示すように、回転電機１０の回転軸線ＣＬを通る水平線近傍若しくは水平線より
下側部分において、冷媒誘導ユニット８０Ａは、軸方向外側端面８３には、冷媒誘導ユニ
ット８０の内周面から径方向外側に延びる第１冷媒誘導面８３１と、第１冷媒誘導面８３
１の径方向外側で径方向に延びる第２冷媒誘導面８３２と、を有する。さらに、第２冷媒
誘導面８３２の径方向外側で冷媒誘導ユニット８０Ａの外縁部に、軸方向外側に突出する
外周壁部８６が形成されている。外周壁部８６は、第１コイルエンド部５２１よりも軸方
向外側にまで突出している。
【００５３】
　第２冷媒誘導面８３２は、第１冷媒誘導面８３１よりも軸方向外側に形成されており、
第１冷媒誘導面８３１と第２冷媒誘導面８３２との間には、軸方向に延びる第１段差部８
４１が形成されている。
【００５４】
　本実施形態では、第１段差部８４１がカフスティース部８２の径方向で略中央に配置さ
れるように、第１冷媒誘導面８３１及び第２冷媒誘導面８３２が形成されており、外周壁
部８６がカフスリング部８１に配置されるように、第２冷媒誘導面８３２が形成されてい
る。各カフスティース部８２に形成された各第１段差部８４１は、それぞれ径方向で略同
位置となるように形成されている。
【００５５】
　冷媒供給路４３から、ロータ３０及び端面板４０の径方向外側に吐出した冷媒は、一部
が第２冷媒誘導面８３２に沿って流れる。第２冷媒誘導面８３２に沿って流れる冷媒は、
一部が第２貫通孔８５２へと流れ、一部が外周壁部８６に当たって外周壁部８６に沿って
軸方向外側へと流れる。冷媒が外周壁部８６に沿って軸方向外側へと流れることによって
、第１コイルエンド部５２１の外周部に供給することができるので、第１コイルエンド部
５２１をより効率よく冷却できる。
【００５６】
　図７に戻って、ロータ３０及び端面板４０の径方向外側に吐出した冷媒は、回転電機１
０の回転軸線ＣＬを通る水平線より上方に吐出した冷媒も含め、第１コイルエンド部５２
１を冷却した後、重力によって下方へと流れる。外周壁部８６は、軸方向から見て、回転
電機１０の回転軸線ＣＬを通る水平線近傍若しくは水平線より下側部分に、第１コイルエ
ンド部５２１の外周部に沿って略円弧形状に形成されているので、第１コイルエンド部５
２１を冷却した後の冷媒を、略円弧形状の外周壁部８６に留めることができる。これによ
り、外周壁部８６に留まる冷媒によって、外周壁部８６が形成された回転電機１０の回転
軸線ＣＬを通る水平線近傍若しくは水平線より下側部分の第１コイルエンド部５２１を、
より効率よく冷却できる。
【００５７】
　以上、本発明の実施形態を説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるものではな
く、適宜、変形、改良、等が可能である。
【００５８】
　例えば、第１実施形態及び第２実施形態では、冷媒誘導ユニット８０、８０Ａは、ステ
ータコア５１の軸方向の第１端面５０１に配置されているものとしたが、ステータコア５
１の軸方向の第２端面５０２に配置されていてもよいし、第１端面５０１及び第２端面５
０２の双方に配置されていてもよい。
【００５９】
　また、例えば、第１実施形態では、冷媒誘導ユニット８０は、第１段差部８４１がカフ
スティース部８２の径方向で略中央に配置され、第２段差部８４２がカフスリング部８１
に配置されているものとしたが、第１段差部８４１がカフスティース部８２の径方向で複
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数配置されていてもよいし、第１段差部８４１及び第２段差部８４２がいずれもカフステ
ィース部８２に径方向に並んで配置されていてもよい。
【００６０】
　また、本明細書には少なくとも以下の事項が記載されている。なお、括弧内には、上記
した実施形態において対応する構成要素等を示しているが、これに限定されるものではな
い。
【００６１】
　（１）　略円環形状のロータコア（ロータコア３１）を有するロータ（ロータ３０）と
、
　前記ロータコアの軸方向の少なくとも一端側の第１ロータコア端面（第１端面３０１）
に配置された端面板（端面板４０）と、
　前記ロータの外周面と所定の間隔を隔てて配置されたステータコア（ステータコア５１
）、及び前記ステータコアに取り付けられるコイル（コイル５２）、を有するステータ（
ステータ５０）と、を備え、
　前記ステータコアは、略円環形状のステータヨーク部（ステータヨーク部５１１）と、
該ステータヨーク部の内周面から径方向に中心へ向かって突出し、周方向に沿って複数設
けられたステータティース部（ステータティース部５１２）と、隣接する前記ステータテ
ィース部の間に形成されたスロット部（スロット部５１３）と、を有し、
　前記コイルは、前記ステータコアの前記スロット部に挿入され、前記ステータコアの軸
方向の前記一端側の第１ステータコア端面（第１端面５０１）から軸方向に突出するコイ
ルエンド部（第１コイルエンド部５２１）を有する、回転電機（回転電機１０）であって
、
　冷媒が前記ロータの径方向外側に吐出され、
　前記第１ステータコア端面に配置され、前記ロータの径方向外側に吐出した前記冷媒を
前記コイルエンド部の突出方向に導く冷媒誘導ユニット（冷媒誘導ユニット８０）を備え
る、回転電機。
【００６２】
　（１）によれば、第１ステータコア端面に配置された冷媒誘導ユニットによって、ロー
タの径方向外側に吐出した冷媒を、第１ステータコア端面からコイルエンド部の突出方向
に導くことができるので、コイルエンド部を均一に冷却することができる。
【００６３】
　（２）　（１）に記載の回転電機であって、
　前記端面板には、前記ロータコアと対向する面（軸方向内側端面４０ａ）に、前記冷媒
を該端面板の径方向外側に導く冷媒流路溝（冷媒流路溝４２）が形成されている、回転電
機。
【００６４】
　（２）によれば、端面板には、ロータコアと対向する面に、冷媒を該端面板の径方向外
側に導く冷媒流路溝が形成されているので、冷媒をより効率よくロータの径方向外側に供
給できる。
【００６５】
　（３）　（１）または（２）に記載の回転電機であって、
　前記冷媒誘導ユニットは、軸方向外側端面（軸方向外側端面８３）に形成された第１冷
媒誘導面（第１冷媒誘導面８３１）と、該第１冷媒誘導面の径方向外側の前記軸方向外側
端面に形成された第２冷媒誘導面（第２冷媒誘導面８３２）と、を有し、
　前記第２冷媒誘導面は、前記第１冷媒誘導面よりも軸方向外側に形成されており、
　前記第１冷媒誘導面と前記第２冷媒誘導面との間には、軸方向に延びる第１段差部（第
１段差部８４１）が形成されている、回転電機。
【００６６】
　（３）によれば、冷媒誘導ユニットは、第１冷媒誘導面と、第１冷媒誘導面の径方向外
側で、第１冷媒誘導面よりも軸方向外側に形成された第２冷媒誘導面と、を有し、第１冷
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媒誘導面と第２冷媒誘導面との間には、軸方向に延びる段差部が形成されているので、ロ
ータの径方向外側に吐出して第１ステータコア端面を流れる冷媒は、第１冷媒誘導面を通
って段差部に当たって、軸方向外側に拡散する。これにより、冷媒をコイルエンド部の突
出方向に導くことができ、コイルエンド部を均一に冷却することができる。
【００６７】
　（４）　（３）に記載の回転電機であって、
　前記第１段差部は、径方向外側に向かうにしたがって軸方向外側に傾斜した傾斜面（傾
斜面８４１ｂ）を有する、回転電機。
【００６８】
　（４）によれば、第１段差部は、径方向外側に向かうにしたがって軸方向外側に傾斜し
た傾斜面を有するので、冷媒の軸方向外側への拡散方向を調整することができ、冷媒をコ
イルエンド部のより冷却したい位置へ冷媒を導くことができる。
【００６９】
　（５）　（３）または（４）に記載の回転電機であって、
　前記冷媒誘導ユニットは、前記第２冷媒誘導面の径方向外側の前記軸方向外側端面に形
成された第３冷媒誘導面（第３冷媒誘導面８３３）、を有し、
　前記第３冷媒誘導面は、前記第２冷媒誘導面よりも軸方向外側に形成されており、
　前記第２冷媒誘導面と前記第３冷媒誘導面との間には、軸方向に延びる第２段差部（第
２段差部８４２）が形成されている、回転電機。
【００７０】
　（５）によれば、冷媒誘導ユニットは、径方向に沿って複数の段差部を備えるので、冷
媒をより多くコイルエンド部の突出方向に導くことができ、また、冷媒をコイルエンド部
のより広域に拡散させることができる。
【００７１】
　（６）　（１）～（５）のいずれかに記載の回転電機であって、
　前記冷媒誘導ユニットは、軸方向に貫通し、前記第１ステータコア端面を臨む貫通孔（
第１貫通孔８５１、第２貫通孔８５２）を備える、回転電機。
【００７２】
　（６）によれば、冷媒誘導ユニットは、軸方向に貫通し、第１ステータコア端面を臨む
貫通孔を備えるので、ロータの径方向外側に吐出して第１ステータコア端面を流れる冷媒
によって、ステータコアを直接冷却できる。
【００７３】
　（７）　（１）～（６）のいずれかに記載の回転電機であって、
　前記冷媒誘導ユニットは、前記ステータヨーク部の前記第１ステータコア端面に配置さ
れた略円環形状のカフスリング部（カフスリング部８１）と、該カフスリング部の内周面
から径方向に中心へ向かって突出し、前記ステータティース部の前記第１ステータコア端
面に配置されたカフスティース部（カフスティース部８２）と、を有する、回転電機。
【００７４】
　（７）によれば、冷媒誘導ユニットは、ステータティース部の第１ステータコア端面に
配置されたカフスティース部を有するので、ロータの径方向外側に吐出して、ステータテ
ィース部の第１ステータコア端面を流れる冷媒を、コイルエンド部の突出方向に導くこと
ができる。
【００７５】
　（８）　（７）に記載の回転電機であって、
　前記カフスティース部は、周方向幅が前記ステータティース部の周方向幅と略同一とな
るように形成されている、回転電機。
【００７６】
　（８）によれば、カフスティース部は、周方向幅がステータティース部の周方向幅と略
同一となるように形成されているので、コイルエンド部におけるコイルの周方向の曲げ量
を規制することができ、また、コイルが第１ステータコア端面と接触することを防止でき
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【００７７】
　（９）　（７）または（８）に記載の回転電機であって、
　前記冷媒誘導ユニットは、前記カフスリング部から軸方向外側に突出し、前記コイルエ
ンド部の外周部の少なくとも一部に沿って形成された外周壁部（外周壁部８６）を備える
、回転電機。
【００７８】
　（９）によれば、冷媒誘導ユニットは、コイルエンド部の外周部の少なくとも一部に沿
って、カフスリング部から軸方向に突出する外周壁部を備えるので、ロータの径方向外側
に吐出して外周壁部に到達した冷媒を、コイルエンド部の外周部に供給することができ、
コイルエンド部をより効率よく冷却できる。
【００７９】
　（１０）　（１）～（９）のいずれかに記載の回転電機であって、
　前記冷媒誘導ユニットは、絶縁材料によって形成される、回転電機。
【００８０】
　（１０）によれば、冷媒誘導ユニットは、絶縁材料によって形成されるので、コイル間
等の絶縁も確保することができる。
【符号の説明】
【００８１】
１０　回転電機
３０　ロータ
３１　ロータコア
３０１　第１端面（第１ロータコア端面）
４０　端面板
４０ａ　軸方向内側端面
４２　冷媒流路溝
５０　ステータ
５１　ステータコア
５０１　第１端面（第１ステータコア端面）
５１１　ステータヨーク部
５１２　ステータティース部
５１３　スロット部
５２　コイル
５２１　第１コイルエンド部（コイルエンド部）
８０　冷媒誘導ユニット
８１　カフスリング部
８２　カフスティース部
８３　軸方向外側端面
８３１　第１冷媒誘導面
８３２　第２冷媒誘導面
８３３　第３冷媒誘導面
８４１　第１段差部
８４１ｂ　傾斜面
８４２　第２段差部
８５１　第１貫通孔（貫通孔）
８５２　第２貫通孔（貫通孔）
８６　外周壁部



(13) JP 2020-202705 A 2020.12.17

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】 【図３】



(14) JP 2020-202705 A 2020.12.17

【図４Ａ】 【図４Ｂ】

【図５】 【図６】



(15) JP 2020-202705 A 2020.12.17

【図７】 【図８】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

